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１．目的 

現在の核酸測定法は PCR 法が主流となっている。しかし全体の容量が極めて少

なく、煩雑な操作、複数回の加熱と冷却が必要である。そのため、偽陽性・偽陰性、

測定時間、コストなどにさまざまな課題がある。そこで我々は簡便でかつ高感度な

核酸測定法を開発し、PCR 法の欠点を解決した。この方法では PCR 法のように核酸

自体の増幅は行わず、標識プローブから得られるシグナルを増幅する。増幅にはチ

オ NAD 酵素サイクリング法を用いている。今回はこの非増幅核酸測定法について

報告する。 

 

２．方法 

タンパク質測定によく用いられるサンドイッチ ELISA のように、固相プローブ

と標識プローブでターゲット核酸を挟み込んで捕捉する。標識プローブには酵素

が標識されており、その生成物がチオ NAD 酵素サイクリングの基質として働く。サ

イクリング反応が起こると、チオ NADH が三角数として増幅される。チオ NADH を

比色定量することで溶液中の核酸量の測定が可能となる。測定対象としては、結核

菌が特異的に分泌するタンパク質 MPB64 の DNA 配列を用いた。 

 

３．結果と考察 

現在の検出限界は 4.06×103 copies/µL であり、PCR 法と同程度またはそれ以上

の感度で測定できた。結核菌以外にも応用可能であり、簡便で高感度な核酸測定技

術のプラットフォームとして活用が期待できる。 


